
者
は
、
実
に
そ
こ

(
H
輪
廻
〉
よ
り
抜
け
出
し
が
た
い
、
あ
る
い
は

仏
陀
に
助
け
ら
れ
て
抜
け
出
す
べ
き
も
の
で
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

抜
け
出
し
が
た
い
の
で
あ
る
o
」
と
説
く
。
(
③
・
④
写
本
は
未
見
で
、

①
②
⑤
の
三
写
本
を
見
た
。
)

バ
リ
ア
ン
ト

L
で
は
、
①
・
⑤
の
写
本
は
宮
回
目
包

2
?を
欠

き
、
荻
原
本
の

C
・
N
・
S
写
本
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
は
意
味

か
ら
見
て
、
⑧
写
本
・

L
・
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
よ
う
に
仲
間
団
B
包

2
白

が
あ
っ
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。

バ
リ
ア
ン
ト
之
は
、
荻
原
本
の
写
本
と
同
様
に
写
本
①
・
⑧
・

⑥
は

4
2
ヨ
E
5
5
と
い
う
読
み
を
す
る
。
荻
原
本
の
校
訂
で

は
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
よ
っ
て
三
靖
国
ロ
岳
窓
口
問
と
字
形
の
類
似
す
る

三
省

g門官
g同
を
導
き
出
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

+-
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刊
本
(1) 

ω
・
戸
雪
山
除
、
『
r
・
ω
z
r
2
r由同回目門司口

ω司町民同副同昨日戸削

〉
rr日仏}阿国片岡
Hgr024u、間
rru『
附
「
盟
主
・
回
口
弘
Lr
・

MMHw
官
三
同
(
】
MEHF白
HHMgMrDEEr間
E
B
Y

H

由同∞・

、H，r
・
ω片口宮司『白同∞
s
b
d
-
d司
c
m
F
R回目

ω唱宮片山門
E

Hr悶
〉
r
r
E
r白同盟国
rcE4M可問問
rru可山、回目巴・出口門ザ

門医・

M
M
P
百回同同国・
(
U
1
2
苫
g
r
o臨国国岳山口回目〉"

]{由

ωH・

刊
本
帥

原
始
仏
教
に
お
け
る
信
の
原
型

l
l宮
E
C問
。

S
E
E
E
F
S
の
誤
解
を
正
す
ー
ー
ー

村

上

真

仁士才

フロ

今
日
、
内
外
の
学
界
に
お
い
て
、
原
始
仏
教
経
典
に
お
け
る
信

の
意
義
が
、
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
問

題
は
原
始
仏
教
経
典
の
中
、
ハ
け
『
ス
ッ
タ
・
ニ
パ

l
タ』

Q
a
)
の
最

ハ
1
ラ
1
ヤ
ナ
・
グ
ア
ツ
ガ

後
の
章
(
彼
岸
道
品
)
の
最
後
か
ら
四
番
目
の
偶
(

T

-

H

H

品
目
)
と
、

同
『
律
』
の
「
大
品
」
等
に
伝
え
ら
れ
る
究
天
勧
請
の
段
の
世
尊

に
帰
せ
ら
れ
る
一
偶
と
の
、
二
倍
の
解
釈
が
定
ま
ら
な
い
(
誤
解

が
広
く
行
わ
れ
て
い
る
)
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
ず

付

苦
手
劃
各
国
ぐ
科
目
s
-
-
S
E
E宮
内
出
向
出
回
。

'
切
誌
-
H
]
{
品
。

同凶
}MEdH削
4
ロ門
Hro
〉

r
i
・0
o
S
B
o
n
p

2
8
H
2同
言
回
目
立
司
自
由
国
剛
丈
福
田
園
出
国
智
内
E
V加
醤
日

向田
B
E
g
-
守
白
同
世
間
)
山
岡
町
ぬ
山
吉
宮
田
口
g
F
4
3
E
E召・

は
、
例
え
ば
中
村
一
万
教
授
の
最
近
の
改
訳
で
は

「
ヴ
ァ
ッ
カ
リ
や
バ
ド
ラ
ヴ
ダ
や
ア

l
ラ
l
ヴ
ィ
・
ゴ

l
タ
マ

が
儲
叶
.
討
剖
寸
ヰ
寸
叶
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
汝
も
ま
た
信
仰

を
捨
て
去
れ
。
そ
な
た
は
死
の
領
域
の
彼
岸
に
至
る
で
あ
ろ
う
。

刊
本
ゆ

同t
《凶
o-m
〈
田
口
恥
由
旬
。
ロ
富
山
口
一
〈
由
mEr田口
L
r
E
Z
J門田
E

品D
g
r
H
P
H
U由同町

S
E
1
5
5
(吋吋仲間百
g
r
o
b同・

回岳山口白自)・

Z
R
B《同日

Z
白H
r
F目
当
日
〉
rr広
}gHB即日向。品白〈一同副・

昨日戸可間(円山口
)
u

。白}口己
S

0
・∞
-
Z
0・
2wghHmw

l
H
由
印
日
・

d
・
巧
C
岡山
r
R
R
ω
事
国
仲
間
ユ
冨
〉
rr日仏}岡田
H
B白raa

2V1削rr回、刷、、『
D
H
q
o
s
ω
N
i凶器白・

刊
本
川
明

刊
本
伺
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ピ
ン
ギ
ヤ
よ
」
令
。
フ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
』
岩
波
文
庫
、

一
九
八
四
年
、

二
四
一
頁
。
傍
線
筆
者
、
以
下
同
じ
)

と
あ
る
。
問
題
の
個
所
は
、
「
信
仰
を
捨
て
去
っ
た
」
と
「
信
仰

(

1

)

 

を
捨
て
去
れ
」
と
い
う
訳
文
に
あ
る
。

死
天
の
勧
請
に
応
じ
た
仏
の
こ
と
ば

。国切削
E
仲
間
四
件
目
田
昌
岡
田
自
由
同
国
回
国
同
仏
乱
る

3
8
g
g
E
o
-
w
m
w旨
忠
岡
市
包
囲
Z
E
E
-
E召・

4FEH吋
岡
田
虫
色
白
官
ぬ
ロ
宮
召

g

r

E田町

円

-
E
5
5
2回
目
)
白
色
丹
田
召

B
S旦
巾
田
口
四
円
各
自
由
神
山
・

(てな
-H・可-叶
w
b・口・

]u・
ωタ
』
h

・
H・匂・

H
S匂匂
-H・匂
-Hω
∞)

は
、
中
村
一
克
訳
で
は

「
か
れ
ら
に
甘
露
の
門
は
聞
か
れ
た
。
耳
あ
る
者
は
聞
け
。

〔
お
の
が
〕
信
仰
を
捨
て
よ
o

究
天
ょ
。
人
々
を
害
す
る
で
あ
ろ

汁
刈
壮
感
寸
寸
徴
妙
な
る
法
を
人
々
に
は
説
か
な
か
っ
た
の

だ
」
(
『
ゴ
1
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
(
釈
尊
伝
)
』
(
昭
和
三
コ
一
年
、
二
一

O
頁
)

(

2

)

 

と
あ
る
。
右
の
付
線
部
に
問
題
が
あ
る
。
し
か
し
中
村
元
教
授
は

右
に
よ
っ
て
先
の
付
に
つ
い
て

「
恐
ら
く
ヴ
ェ
ー
ダ
の
宗
教
や
民
間
の
諸
宗
教
の
教
条
〈
ド
グ

マ
)
に
対
す
る
信
仰
を
捨
て
よ
、
と
い
う
意
味
な
の
で
あ
ろ
う
。

最
初
期
の
仏
教
は
〈
信
仰
〉

(
g
E
E〉
な
る
も
の
を
説
か
な
か

- 63ー



っ
た
」

と
註
記
し
て
い
る
(
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
』
四
一
ニ
一
頁
〉
。

い
ま
、
こ
の
「
信
仰
を
捨
て
よ
」
と
い
う
解
釈
が
、
仏
教
の
伝

統
的
解
釈
か
ら
す
れ
ば
誤
り
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
を
論
証
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
始
仏
教
経
典
に
お
い
て
信
の
意
義
が
積
極

的
に
説
か
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
第
一
は
バ
l
リ
の
伝
統
的
解
釈
で
あ
る
。
『
小
義
釈
』
(
旬
、
〉

tま

J
円

S
E
〈白
rrr同日目・
H
F
R
o
g
E
S
E
-
E
V。
田
包
昏
倒
-mE-

ロ
WO
回国内山内回富田昌
-ugbm回
目
。
国
間
門
田
舎
注
目
岡
山
田
E
g
g
E
E
a
H
F・

匂同件冊一可可
O

間同同一『同一ロ件何回一喝
H
U

同
2
0・ハ四回一戸
N
〉

『
ち
ょ
う
ど
ハ
た
と
え
ば
)
ヴ
ア
y

カ
リ
上
座
が
信
を
寄
せ

(
S
F

E
・8
E
E〉
、
信
を
重
ん
じ
、
信
を
先
行
さ
せ
、
信
に
心
を
傾
け

(
g
E
E昏
5
5曲
、
信
に
志
向
し
〉
、
信
を
主
と
な
し
て
、
阿
羅
漢

に
達
し
た
よ
う
に
ハ
下
略
〉
』

由主向日
E
B
B口四
n
g
E
宮
ヨ
ロ
出
口
同
窓
口
回
目
白
宮
自
民
呂
田
明
田
口

邑
E
B口同日ロ釦回国ロ

OW阻
害
叩
EW
明
白
宰
叩
田

g
r
E同
削
曲
E
S
P・-丘

〔位〕
g
向日門日目
H

回
目
自
己
酢
ロ
白
血
田
口
-
-
-
G
8
3

は

つ

お

は

つ

『
信
を
寄
せ
よ
(
放
て
H
発
せ
)
、
発
こ
せ
公
聞
に
発
せ
〉
、
置
け

(
一
緒
に
発
せ
)
、
信
仰
(
志
向
)
せ
よ
、
信
頼
せ
よ
、
「
一
切
の
諸

マ
の
よ
う
に
、
《
ま
さ
に
同
じ
よ
う
に
君
も
〔
仏
に
〕
信
を
寄

せ
よ
〈
発
こ
せ
〉
》

Q詰
-
H
E
P
-
そ
れ
か
ら
信
に
志
向
し
ハ
心
を

傾
け
〉
つ
つ
、
「
一
切
の
諸
行
は
無
常
で
あ
る
」
云
々
と
い
う
ふ

う
に
観
察
に
励
ん
で
、
〔
君
は
〕
《
死
神
の
領
域
の
か
な
た
に
》

寂
滅
(
浬
繋
〉
に
《
行
く
で
あ
ろ
う
》
と
。
』

す
す

こ
れ
は
信
の
勧
め
で
あ
る
が
、
信
を
捨
て
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
の
で
は
な
い
。
両
註
釈
は
最
後
の
偶
ハ
を
・
ロ
お
〉
を
註
釈
し
た

後
に
、
も
う
一
度
先
の
備
の
第
三
句
を
引
用
し
て
、
次
の
よ
う
に

結
ん
で
い
る
。

R
0
4
E
E
0
4
P
雪
盟
国
主
唱
豊
田
園
田
g
田
園
田
露
両
E
V包
囲

3
H
F

-B宮
間
切
E
m同司白神
0
0
4陣
内
同
自
由
主
冨
ロ
町
田
田
島
内
回
目
福
岡
官
ロ
毘
》
包
2
4問

団
主
島
問
円
四
}
M
5
m
R
2由
g
t
B
Z
2
-
2削
S
B
回同門注目同包
E
5・

5
g
g召
匂
田

w
e
g
Z
回目
gm山由
S
E
E
H
笹
田

H
2同
召
告
白
一
日

昏
倒
H
Z
E
(旬
、
与
島
町
劉
E
E
E
E
昌三
g
n目
立
言
)
己
・

(3.・同・匂・
8
主
l
M
H
W

旬
、
品
目
・
喝
-
由
主

1
3

『
《
ま
さ
に
同
じ
よ
う
に
君
も
信
を
寄
せ
よ
(
苧
」
せ
)
》

(hE・ロ

怠
る
と
い
う
世
尊
の
教
え
に
よ
っ
て
、
自
分
(
仏
〉
に
対
す
る

た
も

信
を
生
ぜ
し
め
て
、
ま
さ
に
信
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
解

脱
し
て
、
信
に
志
向
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
〔
ピ
ン

ギ
ヤ
は
〕
世
尊
に
申
上
げ
る
。
《
こ
の
よ
う
に
私
が
心
に
信
仰

行
ハ
身
心
の
勢
力
、
万
象
〉
は
無
常
で
あ
る
」
と
信
を
寄
せ
よ
。

〈
下
略
)
』

と
述
べ
る
。
こ
こ
に
は
「
信
を
捨
て
よ
」
と
い
う
解
釈
の
余
地
は

h
k

、。

φ
ト

h

‘LV弓
も
に
も
と
づ
い
て
後
に
匂
誌
の
註
釈
(
担
〉
お
よ
び
同
札
の

註
釈
(
民
民
主
)
が
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
両
註
釈
は
同
文
で
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

凶可担任問〈由}島田】伊丹件何回
mHO
由
主
昏
匙

E
B
E吉
田
ro曲目

ω包向日
E

r
E
E
B
E
S
S
E
2
8
Z宮
宇
百
件
E

g
由。一富田

B但
E

H引Hmwo
回
宮
円
四
品
4ロ門出回
O
ロ削自由
w

M

函岳町同

B
〉
}
恒
三

m
o
s
B
0・

04曽
自

04g
君
"
岡
田
園
M

山
富
旨
酒
田
n
g
E
E
E
V
E官
u
g
g

回同仏門出品
uB
邑
E
g
c
n
g
E
O
回
同
事
。
由
同
信
W富
岡
問
問
巳
ロ
ロ
削
w

片山

包
笠
間

E
U
B
E
4日
目
凶
器
窓
口
ぬ
恒
常
与
E
2削
E
2
2
&
v
a
E・

園田
g
Z
Z醤
回
目
r
g
g
H官
側
担
旨
岡
田
富
田
岡
丘

(3.・
ロ
・
宅
・

8
m
g
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『

aoJ『
同

見
札
入
山
口
同
・
官

-
E
z
i目。〉

『
ち
ょ
う
ど
、
ヴ
ア

y

カ
リ
上
座
が
信
に
志
向
し
(
心
を
傾
け
〉

た
も

た
者
と
な
っ
て
、
信
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
阿
羅
漢
と
な
る
こ

と
を
得
た
よ
う
に
、
ま
た
ち
ょ
う
ど
十
六
人
の
う
ち
の
一
人
バ

ド
ラ
I
ヴ
ダ
と
い
う
者
の
よ
う
に
、
ま
た
ア
l
ラ
ヴ
ィ
ゴ
l
タ

J

し
て
い
る
、
と
お
認
め
お
き
下
さ
い
ま
せ
》

Q
P
H
E
E〉
と
。
』

右
に
は
明
確
に
「
信
を
生
ぜ
し
め
て
(
留
在

zg喜
志
伝
宕
即
と
と

い
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
パ
l
リ
の
伝
統
(
註
釈
文
献
類
〉
か

ら
は
、
「
信
を
捨
て
よ
」
と
い
う
解
釈
が
な
り
た
た
な
い
こ
と
を

知
る
。そ
れ
で
は
匂
誌
の
文
脈
か
ら
見
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
彼
前

ヤ
ナ
・
グ
ア
ツ
ガ

道
品
は
、
南
イ
ン
ド
に
住
む
バ
l
ヴ
ァ
リ
の
十
六
人
の
弟
子
が
、

師
の
命
に
よ
っ
て
マ
ガ
ダ
の
都
に
仏
を
訪
ね
て
教
え
を
受
け
る
対

話
が
中
心
を
な
し
て
い
る
が
、
そ
の
最
後
の
節
に
お
い
て
、
弟
子

の
一
人
ピ
ン
ギ
ヤ
が
師
の
も
と
に
帰
っ
て
報
告
を
し
、
仏
へ
の
讃

美
を
語
る
。
そ
れ
に
対
し
て
師
は
い
わ
く

『
一
体
お
ま
え
は
、
ピ
ン
ギ
ヤ
ょ
。
寸
時
も
そ
の
方
(
H
仏
)
か

ら
離
れ
て
住
む
の
か
』
(
安
-
H
民
営
$

と
問
う
。
ピ
ン
ギ
ヤ
は
答
え
る
。
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『
い
い
え
、
バ
ラ
モ
ン
よ
。
私
は
そ
の
方
か
ら
寸
時
も
離
れ
て

は
住
み
ま
せ
ん
。
』

Q
誼

-HEO田『〉
相

I-・ー』マ。

『
〔
私
は
〕
そ
の
方
〈
仏
)
を
た
だ
意
の
眼
で
見
ま
す
。
バ
ラ
モ

ン
よ
。
夜
に
昼
に
不
放
逸
に
し
て
、
〔
そ
の
方
を
〕
礼
拝
し
つ

っ
、
〔
私
は
〕
夜
を
過
ご
し
ま
す
。
:
・
』
(
安
・
ロ
お
与
口
〉

『
老
い
て
力
も
勢
い
も
弱
い
私
の
身
は
、
も
う
そ
れ
で
そ
こ



(
仏
前
〉
に
行
き
ま
せ
ん
。
常
に
思
い
を
馳
せ
て
行
く
の
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
私
の
意
は
、
バ
ラ
モ
ン
よ
。

そ
の
方
と
結
ぼ
れ
て

い
る
の
で
す
。
』

S
F
H
E
6

こ
の
よ
う
に
ピ
ン
ギ
ヤ
は
世
尊
に
対
す
る
思
い
を
述
べ
る
。

そ

に
先
掲
の
備
が
来
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
世
尊
の
こ
と
ば
で
あ
る
、

と
却
は
伝
え
て
い
る
。
彼
の
信
を
さ
ら
に
仏
が
勧
め
励
ま
し
て

い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
彼
は
答
え
て
、

仏
と
仏

の
説
か
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
心
に
信
仰
し
て
い
る
こ
と
を
表
明

し
て

(T-HHS〉
こ
の
ぬ
誌
の
最
後
章
が
結
ぼ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、

先
の
偏
が

「
信
を
寄
せ
」
「
信
を
発
こ
せ
」

と
説
い
て
い
る
、

る。

と
解
す
る
こ
と
は

FH
の
文
脈
に
も
即
し
て
い

。
の
究
天
勧
請
の
段
の
偏
に
つ
い
て
パ

l
リ
の
註
釈
は
一
致
し

て
次
の
よ
う
に
い
う
。

宮
包
囲
剛

5
S
E
E
-昏
隣
国
片
山
田
与
宮
田
仲

S
5
8
E
E
H官

官
ヨ
ロ
回
口

g
z
i師
団
回
出
回
ロ
言
(
匂
d

白
色
白
血
圧
口
三
混
と
す
巳
ロ
γ

(
句
、
.
〈
-
予
定
日
∞
Z
J
匂4
・
ロ
・
唱
-
A
F
2
E
H
J
N
J
・ロ・同】

-H∞同区
l
u

句、』伊・
MM-

H
・唱
-
M
O
ω
?
)

こ
れ
は
先
の
け
に
お
い
て
見
た
弓
も
や

3.(弓
ト
由
〉
の
用
語
例

を
参
考
に
す
れ
ば

信
為
ニ
能
入
こ
と
い
う
名
言
が
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
と
し
て
楚
天

勧
請
の
段
が
引
か
れ
て
い
る
。
問
題
の
偏
に
は

我
今
開
ニ
甘
露
味
門
一
若
有
v
信
者
得
ニ
歓
喜
一

於
ニ
諸
人
中
一
説
ニ
妙
法
一
非
ニ
悩
v
他
故
而
為
説
一

(
『
大
正
』
二
五
、
六
三
中
〉

と
あ
り
、
信
を
有
す
る
こ
と
が
聞
く
者
に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
っ
て
、
信
を
捨
て
る
こ
と
で
は
な
い
。

以
上
、
要
す
る
に
「
最
初
期
の
仏
教
は
信
仰
な
る
も
の
を
説
か

な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
に
は
、
再
検
討
の
要
が
あ
る
。
特
に

匂
お
最
後
の
章
が
信
の
勧
め
と
信
の
表
明
と
を
も
っ
て
結
ぼ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
信
の
原
型
」

と
題
し
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

註(1
)

中
村
博
士
も
同
旧
版
(
昭
和
一
一
一
一
一
一
年
〉
で
は
「
信
仰
に
よ
り
了

解
し
た
よ
う
に
」
「
信
仰
に
よ
り
了
解
せ
よ
」
と
訳
し
て
い
た
。
こ

れ
は
荻
原
雲
来
訳
「
信
に
由
り
て
解
了
し
」
「
信
を
起
こ
し
て
解
了

せ
よ
」
に
同
意
で
あ
る
。
ま
た
「
信
念
に
よ
っ
て
解
脱
し
た
」
「
信

念
に
よ
っ
て
解
脱
す
る
が
よ
い
」
(
渡
辺
照
宏
訳
)
と
も
訳
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
解
釈
は
恐
ら
く
註
釈
書
の

g《
E
E昏
百
三
宮
に
由
来
す

る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
語
は
「
信
に
心
を
傾
け
た
」
「
信
に
志
向
し

た
」
の
意
と
解
す
べ
き
で
あ
る
(
。
、
b

・
同
L
E
S
E
S
を
参
照
)
。

『
信
を
寄
せ
よ
(
発
こ
せ
〉
と
は
、
皆
自
分
の
信
を
寄
せ
よ
(
発

こ
せ
〉
、
置
け
』

と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
解
釈
は
同
じ
註
釈
の
次
の
文
か
ら
支

持
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち

正
宮
山
富

g
m阻害
0
』
国
ロ

O

由
主
仏
冨
ケ
E
Y
E恒
石
田
口

Z
P

E
B曲
目
同
日
山
口
市
回
目
同
州

H
g
b
w毛
宮
口
止
・

(句
e
・
ロ
・
匂
-
A
H
叶
H
E
・『H
a
u
H
U
h
-

口
-
M
Y
H
∞H
目白
l

岡田"句、
F

H

・M
M
-
M
O
ω
5
1
H
J

『
し
か
し
今
や
、
す
べ
て
の
人
々
は
信
の
時
を
捧
げ
(
向
け
〉

ょ
。
〔
私
は
〕
彼
ら
の
思
い
を
か
な
え
よ
う
(
満
た
そ
う
と

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
「
信
を
捨
て
よ
」
と
い
う
発
想

は
う
か
が
え
な
い
。
「
信
を
寄
せ
よ
(
発
こ
せ
ど
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
備
は
漢
訳
に
も
種
々
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
い

ず
れ
も
「
信
を
捨
て
よ
」
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
『
四

分
律
』
巻
三
二
(
『
大
正
』
二
二
、
七
八
七
中
〉
に

究
天
我
告
v
汝

諸
問
者
信
受

究
天
徴
妙
法

- 66ー

今
開
ニ
甘
露
門
-

不
三
為
v
嬉
故
説

牟
尼
所
v
得
法
一

と
あ
り
、
「
諸
の
聞
く
者
は
信
受
せ
よ
」
と
解
さ
れ
る
。
他
の
例

は
省
略
す
る
が
、
龍
樹
の
『
大
智
度
論
』
巻
一
の
み
に
ふ
れ
て
お

き
た
い
。
そ
こ
に
は
浄
土
教
の
諸
師
に
も
引
か
れ
る
「
仏
法
大
海

最
近
の
閃

-m・
2
2
8
8
訳
に
は

R
r
n
-
R
a
r山田同白山手"色町
n
F
3

3
5
E
F
と
あ
る
。
こ
れ
は
筆
者
の
理
解
に
近
い
の
か
も
知
れ
な

い
。
他
の
諸
訳
例
の
検
討
は
省
略
。
お

お

も

(
2
〉
筆
者
は
「
信
を
寄
せ
よ
(
発
こ
せ
)
」
「
〔
自
分
の
被
〕
害
を
想

っ
て
〔
私
は
〕
熟
知
の
微
妙
な
る
法
を
:
・
」
と
解
す
る
。
同
福
田
口
出
a

gロ
z
g
E
E
H官
を
我
が
国
の
多
く
の
学
者
は
、
宇
井
伯
寿
(
『
印

度
哲
学
研
究
第
一
一
一
』
七
八
頁
〉
以
来
、
「
信
仰
を
捨
去
れ
」
と
解
す

る
。
〔
た
だ
し
藤
田
宏
達
博
士
は
「
信
を
発
せ
よ
」
と
解
し
た
宍
原

始
仏
教
に
お
け
る
信
の
形
態
」
『
北
大
文
学
部
紀
要
』

2
0・
∞
七
O

頁
〉
〕
。
国
・
。
E
g
r
R
m
と
↓
・
4
弓・

E
q田口国
i
含
を
例
外
と
し

て
、
海
外
の
学
者
も
多
く
は
「
信
を
捨
て
よ
」
と
解
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
、
註
釈
類
の
理
解
が
十
分
に
行
き
と
ど
か
ず
、
ま
た
漢
訳
の

伝
承
に
も
不
注
意
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
の
着
想
は
、
及
川
真
介
氏
と
の
共
著
『
仏
の
こ
と
ば

註
』
〈
付
J
片
岡
即
刊
。
全
四
巻
、
付
篇
「
索
引
・
辞
典
」
一
巻
の
予
定
。

春
秋
社
発
行
〉
の
原
稿
を
作
製
す
る
た
め
訟
と

3.
を
熟
読
す
る

聞
に
得
た
。
そ
の
読
解
は
及
川
氏
の
努
力
が
出
発
点
と
な
っ
て
お
り
、

筆
者
は
氏
に
多
く
を
学
ん
だ
。
宮
S
S
8
8ロ

g
E
E
g
の
解
釈

は
筆
者
の
発
見
で
あ
る
が
、
本
稿
で
取
り
あ
げ
た
パ

1
リ
資
料
に
つ

い
て
は
、
両
人
と
も
ほ
ぼ
同
じ
理
解
に
達
し
て
い
る
。
今
、
一
ま
ず

筆
者
の
責
任
に
お
い
て
、
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。
詳
し
い

資
料
は
同
書
帥
に
お
い
て
一
万
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

(
昭
和
六
二
年
九
月
一
一
一
一
日
)
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